と 云わん より は、 むしろ 大 賛成 を 表したい くらいで あ 

る。 せんだつても ある 人が コン ラッドの ような もの を 

描いて どこが 面白い かと 聞いた から、 余 は、 自然の 経 

過 は 人情の 経過と 同じような 興味 を もって 読む 事ので 

きる もの だ、 普通の が 人情 小説なら、 コン ラッドの は 

自然 情 小説 だと 答えた くらいだ から、 余 は 日 高 君より 

は 一歩 極端に 走って、 自然と 人間 を 対等に 取扱う 境 を 

通り越して、 自然 を 主、 人間 を 客と 見た 面白味 を さえ 

解して いるつ もりで ある。 

現に タイフ ー ンの ごとき また、 舟 火事 (名前 を 忘れ 

たり) の ごとき は 単に タイフ ー ンを 写し、 単に 舟 火事 



こういう 場合に いくら 海が 活動しても それほど 役に立 

たない。 それよりか 船長の 一身上の 生活の 行路の 方が 

うま 

気に かかる、 その 方 を 旨く 取り扱って くれる 方が 極力 

海 を 描出す るよりも 大切で あり、 かつ 読者に ありがた 

いので ある。 余の 見る ところでは コン ラッド は その 調 

子 を 取らない。 

これで はま だ 日 高 君 は 首肯され ないか も 知れない か 

いちじる あ 

らもつ とも 著 しい 例 を 挙げる と、 ゼ • ニガ！ ォブ - 

ゼ • ナ —シ ッサス のよう な ものである。 これ は 一人の 

黒奴が、 ナ— シッ サスと 云う 船に 乗り込んで 航海の 途 

中に 病死す る 物語で あるが、 黒奴の 船中 生活 を 叙した 



ある。 ところが 短 かい 談話で、 国民 文学 記者に コン 

ラッド だけ を 詳しく 話す 余地がなかった ので、 ついと 

日 高 君の 誤解 を 招く に 至った の は 残念 である。 

要するに 日 高 君の 御 説 ははな はだ ごも つ ともなので 

ある。 けれども 余の コン ラッド を 非難した 意味、 及び 

この 意味に お いて 非難す ベ き 作物 を コン ラッ ドが書 い 

たと 云う 事 も、 日 高 君が 承認 されん 事 を 希望す る。 

ァ J の 答弁 は 日 高 君に 対し て の みならず、 世間の 読者 

のうちで、 まだ コン ラッド を 知らず して、 余の 説と 日 

高 君の 説の 矛盾 だけ を 見て その 調和に 苦しむ 人の ため 

に 草した ので ある。 
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